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終生 （し ゅ うじ ょ う） の 場 注 1
に 関す る考察

　　　　一 特別養護老人ホ ー
ム の 場合 一

ASTUDY 　ON 　THE 　ARCHITECTURAL 　PLANNING10F

NURSING 　HOME 　FROM 　THE
』
POINT 　OF 　THE 　PLACE

　　　　FOR 　THE 　FINAL 　STAGE 　OF 　ONE ’S　LIFE

　　　　　石 井 　 敏
＊

， 松 本 啓 俊
＊ ＊

Satoshi　ISHII　and 　Akitoshi　MA 　TS〜7MOTO

　Tbe　first　object
「
of 血is　s血dy　is　to　make 　clear　Ihe　actual　conditions　of 面 rsing 　homes　as　the

pLace　fDr　t血e　final　stage　of　one
’
s　life．　And 血e　secotid　is　to　oonsidcr 血e　architectUral　pla皿血i皿g　of

nurSing　homes　f沁m 血e　view ・of　the 血 al　place　of　one
’
s　life．　The　f誌 t　survey　was 　ca  ed　out　on

284nursing　homes　in　Tohoku　 region ．　 And　second 　 was 　 Qn 　58．　 F呱 her　 we 　canied 　out 　hea血1g

investigatio皿 s　for　staffs　on　4．　The　main 　resu1ls 　of　t血e　smdy 　are　abstracted　as　follows；
　 1）1血eleng 血 of　te  inaI　cate　is　abOut 　a　mon 血．
　 2）AbouI 　45％ of　the　TesidentS 　in　nursing 　homes 　died　in　affiliated　hospitals　 etc．，and 　abo 晒t

　　35％ of 　tl】e叩 died　i皿 thejr　ow 血 nulsjng 　homes．　 These　 mean 　 that　for　 most 　 of 　 residerltS

　　 nursing 　home　is　the　final　place　of 　theh7　iives．
　 3）In　ma 皿y　nursing 　homes ，

圏’
observation 　room

「l
　is　used 　as 　the　place　for　temina 置cale．　　　　　

．

　4）Nursing　home 　needs 　＄ome 　special 　rooms 　fbr　the　use 　of 　a眈endi 皿g　on 　one
’
s　dy喚g　stage ．

Keywo πds ：　place　for　the　final　stage　of 　one 　
’
s　lifみ，」nursing 　home ，　the　eiderly ．　terminal　care

，

　 　 　 　 　 　 observation 　room

　　　　　 終生（しゅ う じょ う）の 場，特別養護 老人 ホ
ーム ，高齢者，ター

ミナ ル ケ ア，静養室

1．研 究 の 背 景 と 目 的

　急 速 に 人 口 高 齢 化 が 進 む 中 、各 種 施 設 の 需 要 も 高 ま り、

施 設 の 体系 構 築 ・整 備 も急 速 に 進 ん で い る 。 な か で も特

別 養 護 老 人 ホーム
E2

（以 下、特 養 と略 ）は、高 齢者 の 入 ・

通 所 型福祉施殻 と し て 今後 も 重要 な役割 を 果た し て い く

施 設 の
一

っ で あ る。

　 と こ ろ で 、近 年我 が 国で も 「タ
ー

ミナ ル ケ ア 1や「死 」

への 社 会的 関 心 が 高 ま り、特 に が ん の 患 者 の タ
ー

ミナ ル

ケ ア に 関 し て は 様 々 な 分 野 で 関 心 が 持 た れ、実 態 の 解 明

や そ れ に伴 う施設 等の 場 の 整 備 も進み つ つ あ る。その
一

方で 、　 「診断 ・治療 」 に 重 点を お い て 進 歩 し て き た 我 が

国 の 医 学 ・医療 の 中 に あ っ て 、全 て の 人 に 関 わ る 高齢 者

の タ
“

ミナ ル ケ ア に 関 し て は 、そ の 定義 も 曖昧 な 中、論

じ られ る こ と も少な く、見 過 ご され て き た の が 現状で あ

る。

　高 齢 者 （65歳 以 上｝の 死 亡場 所
E ．，は、病院 等 の 医 療 機 関

が 75，0％、自宅 が 23 ．2 ％ な ど と な っ て い るが 、生 活 の

場 を福 祉施 設 に 移 して 生 活 し て い る 高齢 者 の ターミナ ル

ケ ア の 実 態 は 全 く 明 ら か に な っ て い な い の が 現 状 で あ る 。

特 に 特 養 は そ の 機能 を考 え る と生 活 の 場 で あ る と同時 に

ター
ミナ ル ケ ア が行 なわ れ る 場 と して の 機 能 が 考 え られ

る。　　　　 　　　　 　 ・　　　 　　　　 　　　 　 ”

　
一

方、特 養 入 所 者 の 死 亡 ・看 取 りの 希 望 場 所 に お い て

は 、自宅で の 希望 が 多い の と 同 時 に施設 内で 最期 を迎 え

る こ と を 希望 す る 人 も 少 な く な い
ff4
。こ の こ とか ら も 終

生 の 場 と し て の 認 識 、そ れ に 基 づ く施 設 整 備 が 求 め られ

て い る とい え る。

　 し か し、こ の よ うな視点 か ら特 養を捉 え よ う と した こ

と は な く、終 生 の 場 と し て の 実 態 が 明 ら か に な っ て い な

い と 同 時 に 、施 設 計 画 上 も ほ と ん ど考慮 され て い ない の

が 現 状で あ る。

　本 研 究 で は こ の 様 な背景 の も と、終 生 の 場 と し て の 特

養 の 在 り方 を建 築 計 画の 立 場 か ら考 察 す る こ と を 目的 と

す る。
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2．研 究 の 概 要

2．1 研 究 の 課 題

　 本 研 究 で は、特 養の 実 態、特 養入 所 者 の 死 亡 時 の 状 況 、

タ
ー

ミ ナ ル ケ ア の 状況 と 、 そ れ に 関係 す る 諸 室 の 利用 形

態 と配 置 形 態 等 を把 握 し、建 築 計 画的指針 を設 定 しよ う

とす る もの で ある。以 下 に 具体的な研究の 課題 を 示 す。

課 題 1 ） 特 養 に お け る タ
ー

ミ ナ ル ケ ア の 特 性 を、現 在 の

特 養 の 施 設 概 要 、入 所 者の 特 性 、死 亡 退 所者
Es

の 特 性 を

通 し て 明 らか に し、終生 の 場 と し て の 施設 計画 の た め の

基礎的な知見 を得 る。

課 題 2） 終 生 の 場 と し て の 特養 の 実 態 、死 亡 退 所者 の 状

況 （死 亡 退 所 者 数、死 亡 場 所 等 ）を明 らか に す る。ま た、

施 設 内に お け る看 取 り．の 在 り方 を考 察 す る。

踝 題 3 ） タ
ー

ミ ナ ル ケ ア 時 の 具 体 的 な 対 応方 法 を 把 握 し、

そ れ に 関係 す る 諸 室 の 利用 形 態 を明 ら か に す る 。 また そ

の 配 置 形 態 の 分 析 を通 し て、現 在 の 特 養 の 施 設 計 画上 の

問 題 点 を 明 ら か に す る 。

課 題 4） 特養 に お け る 医 療 の 現 状、医 療 （病 院 等 ・医師 ）

と の 関 わ り か ら 特 養 に お い て タ ーミナ ル ケ ア を 行 う上 で

の 問題 点 を 明 らか に し、 終生 の 場 と し て の 特 養の 在 り方

を総 合的 に 考 察 す る。

2 ．2 調 査 方法

調 査 1）東 北6 県（青森、秋 田 、岩手 、山形、宮 城、福島）

の 特 養の 全 284 施 設 （1993 ．3現 在〉を 対 象 に郵 送 に よ る 実

態 ・ア ン ケ
ー

ト調 査 を行 な6 た （1994 ．3−5）。本調 査 で

は 主 に、施 設 の 概 要、調 査 時 点 で の 入 所 者 の 基 本 属性 、

過 去 5年 聞（1989 −93 ）の 退 所 の 状 況 と退 所 先、過 去 2年 間

（1992 −93 ）の 死 亡 退 所 者 の 基本 属 性 及 び 死 亡 時 の 状 況 等

を把 握 し た。回 収 状況 を 表一1に 示 す。

調 査 2 ） 調 査 1で 回 答 を 得 た 施 設 の うち、自 施 設 内 死 亡

．率 を 参 考に 58 施 設 を 抽 出 し て 再 度 実 態 ・ア ン ケ
ー

ト調

査 を行 っ た （1994．10−11 ）。本 調 査で は 調 査 1に よ る結果

に 基 づ き、主 に 協力 病院 との 関係、職員 の 具 体的 な対応

方 法 、タ
ー

ミナ ル ケ ア に 関 わ る 諸 室 の 利 用 形 態 と 諸室 の

配 置形 態 に 関 し て の 実 態 把 握 を行 な っ た
ne。ま た 、特 定

の 4施 設 に て施 設 長 （3人 ）、看 護 婦 〔4 人 ）、寮 母 （3人 〕
へ の

ヒ ア リ ン グ調 査、さ らに 静養室 の 利 用 に 関 して の 補足 調

査 を2施 設 に お い て 実 施 し、よ り具 体 的 な実 態 把 握 ・確

認 を行 っ た 。

3．施設 の 概 要

3．1　 開設 年 別 の 施 設 構成 割 合

　 図 一1は 各 県別 に 施 設 の 開設 年 の 状況 を み た も の で あ る

が 、全 般 的 に は 1980 年 代 開 設 の 施 設 が 49 ．0 ％ と 最 も多

く、70 年代 開設 の 施 設 が 28 ．2％ 、90 年 代 開設 の 施 設 が

21 ．0 ％ と なっ て い る。60 年代開設 の 施 設 は 1．8 ％ で ある 、

　各 県別 に み る と、青森県 は 比 較的 開 設 が 古 い 施 設 が 多

一 92 一

表 一1　 調 査 の 対象 と回 答状 況

1 ・　　　　 2
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一1　開設年別 の 施設 数 と構成 比
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くみ られ 60 〜70年 代 開 設 の 施 設 が 50 ．0 ％ を 占 め て お り 、

90年 代 開 設 の 施 設 は な い
。

一方、山形 県 に お い て は90

年 代 開設 の 施 設 が 45 ．0％ とな っ て お り、80年 代 以 降開

設 の 比 較 的新 し い 施 設 が 90 ．0 ％ を 占め て い る。

3．2　 定 員規 模 別 の 施 設 数

　 施 設 の 定 員 は、全 般 的 に は 定 員 50 人 台 の 施 設 が 62．9

％（105 施 般）とな っ て お り、な か で も定員50 人 の 施 設が

94 施 設 と大 多数 を 占め て い る。つ い で 定 員 80 人 台 の 施

設 が 15 ．0％ （25施 設 ）と な っ て お り、定員 100人 以 上 の 施

設 は 8．4 ％（14 施 設 ）で あ る。

3．3　 居 室の 構成

　 居 室 の 構 成 をみ た もの が表 一2で あ る 。全 居 室 数 に 対す

る 個 室 の 割 合 は 13 ，0 ％ で あ り、総 定 員 数 に 対 す る割 合

で は 3．8 ％ と な っ て い る。ま た 、4人 部屋 の 定員 が 総 定

員数の 76，7％を 占 め て お り、大 多数 の 入 所者 が 多床 室

で 生 活 して い る こ とが わ か る。

　開設 が新 しい 施設 が多い 山形、宮城、岩手 県 で は 個室

率 （全 居 室数 に 対 す る 個 室 数 ）が 約20％ 程 度 とな っ て お り、

定 員 数 に 対 す る割 合 で も 5〜6 ％ 程 度 と な っ て い る 。こ

れ に 対 し福 島、秋 田 、青 森 県 に お い て の 個 室 率 は 5〜7

％、定員数 に 対 す る割 合 で は 1％ 台 で あ る。

4 ．入 所 者の 特性 と死 亡退 所者 の 特性

4 ．1　 概況

　表 一3 は 調 査 時 点 で の 入 所者 10 ，264 人 の 基 本 属 性 、お

よ び 過 去 2年 聞（1992 −93）の 死 亡 退 所者 2，855 人 の 基 本

属 性 を 各 県 別 に 示 した も の で あ る。

　入 所 者 の 基 本 属 性 は 男 性 の 割合 が 全 平 均 で 26 ．1％ と

な っ て い る。各県 別 に み て み る と青 森県 の 25．2％〜岩

手 県 の 27．4 ％ とあ ま り差 は な い 。平 均 年 齢 は 80．2歳 で

あ る。平 均在所 日数
m

は 施 設 の 開設年 に よる影 響 が 大き

く、全 体 で は約 4年 4 ヶ 月 （1567 日 ）で あ る が 、山形 県 で

約 3年 11 ケ 月 （1414 日 ）、青森県 で 約 4 年 9 ケ 月 （1736 日 ）

とな っ て い る。ま た 、有 痴 呆 率 は 全 平 均 で 58 ．2％ で あ

る。

　 死 亡 退所 者 の 基 本 属性 は 全 入 所 者 と対 比す る と、男 性

の 割 合 で 約 10 ％、平 均 年 齢 で 約2 ．5歳 、有 痴 呆 率 で は約

25 ％ うわ ま わ っ て い る 。ま た 、死 亡 時 に は 80 ％以 上 の

高 齢者 が 痴 呆 状 態 に あ る 。痴 呆 を 有 して い る 人 に 関し て

痴 呆 の 程 度
注 s

を み て みる と、　「軽 度 亅の 人 が 17．4 ％ 、「中

等 度 」 の 人 が 25．3％、　f高 度 」 の 人 が 30．2％、　 「非 常

に 高 度 」 の 人 が 27．1％ とな っ て お り、　 「高度」
・ 「非

常 に 高 度」 の 人 を あ わ せ る と 57 ．3％ と 「痴 呆 あ り」 の

半 数 を 超 え て い る。

　 図．2は各 県別 の 死 亡 退 所者 の 主 要 死 因
酌

の 構 成 比 で あ

る。心 疾 患 に よる 死 亡 が全 体 の 37．2％ と最 も多 く、つ

い で 呼 吸 器 系疾患 に よ る 死 亡 が 30 ．4 ％、脳 血 管 疾 患 に

よ る 死 亡 が 9．6％、老衰 死 亡 が6、6％ と なっ て お り、が

，
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一3　開設か らの経 過年 数 と平 均在所 日数
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　　　図
一4　死 亡退 所者 の 在 所年数 頻度分 布

ん に よ る死 亡 も4 ．6％ を 占 め て い る。宮 城 県 で は 脳 血 管

疾愚 に よ る 死 亡 が 17 ．7％ と 高 く、福島県 で は が ん に よ

る 死 亡 が 1．4 ％ と 低 く 特 徴 的 で あ る。65 歳 以 上 の 死 亡 者

の 死 因 と比 WtE’°す る と、特 養 に お い て は が ん 死 亡 が 非

常に 少な く、老 衰 死亡 が若 干 多い とい え る。

4 ．2　 施 設の 開 設 年 と 入所 者 の 在 所 期間

　 図一3 は 施 設 の 開 設 か らの 経過 年 数 別 に 平 均在 所 日数 と

の 関係 を み た もの で あ る が、経過 年 数が 15 年 をこ え る

と平 均 在 所 日数 に ば らっ きが み られ 、約 4年 半 （1620 日 ）

〜約 6年（2160 日）の 範 囲 に分 布 して い る。

4 ，3　死 亡 退 所 者の 在 所期間

　 図一4 は 死 亡 退所者 の 在 所期間別 の 頻 度分布 を 示 し た も

の で あ る。在 所 1年 未 満 で の 死 亡 が 約 20％ を 占 め て い る。

ま た 最短 の 在 所 日 数 は 2 日、最 長 は約 24 年 3 ヶ 月 （8839

日）となっ て い る。

　 死 亡 退所 者 の 在 所 期 間 は性 別 、施設 の 開設 年、入 所 時

の 年 齢や 死 亡 時の 状況 に よ っ て も差異 が み られ る。入 所
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　 図 一7　 自施設 内死 亡 率別の 施 設数

後 の 経 過 年 数 に み た 生 存 率 を 主 要 死 因 別 に み た もの が 図

一5E ’］
で あ る が、入 所5年 後 の 生 存 率 は 老 衰死 亡 の 人 が 約

43％で ある の に 対 し、が ん 死 亡 の 人 は約 25 ％ と低い 。

5．退 所 の 状 況 と 死 亡 場 所

5．1　 死亡 退 所 者 の 割 合 と人 数

　 図一6 は 過 去 5年 間 の 全 退 所 者 に つ い て み た 退 所 先 と退

所 理 由の 構成割合 で ある。施設 内死亡 、病 院等 の 医療 機

開 で 入 院中の 死 亡 な ど 死 亡 に よ る退 所 者 （死 亡 退 所 者）の

割 合 が 8割 前 後 で 推 移 し て い る こ と が わ か る。

　各 施 設 1年 間 当た りの 平均 死 亡 退 所 者数等 を み た も の

が 表一4で あ る。平 均 で 8．89 人 （最小 LO 〜最 大 28．6人 ）で

あ り施 設 の 定 員数、開 設 年 に よ っ て も 差 異 がみ られ る。

S．2　 死 亡 退 所 者 の 死 亡場 所

　 表 一5 は 過 去 5年 間 の 死 亡 退 所 者 の 死 亡 場 所 を 各 県 別 に

み た も の で あ る 。全 体 の 55 ．4 °1・ が 病 ・医 院 で の 死 亡 と

な っ て お り、43 ．3％ が 自施 設 内 で の 死 亡 で あ る 。 自 宅

で の 死 亡 は わ ず か 1．2％ とな っ て い る 。 死 亡退 所者の 約
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表 一4　 1施設 当た り の年間平均 死亡退所者数 等

1施設 1年間当た り の 平 均死 亡 退 所 者数

　　　 S．89 人 　最大 Z8．6 人 　最小1．O 入

1施設1年間当たりの平均死亡退所者数（定員 50人 当た LJ）

6．16 人　 最大15．5人 最！ 丶1．o 入

定員別 （人 概亡断韻 りQ　 開設年 蹟50燭たリ

30 5．33　　　　　　 −1969 呂．08
50−55 6，55　 　 　 　 1970一博 747 ．33
55−79 9．64　 　 　 　 1975−19797 ．39
80−99 10．93　 　　　 博90−19B46 ，91
】oo−14916 ．01　 　 　 　 1985−19996 ．14
200 2B．57　　　　 1990−19935 ．B9

開設年別 で は定員数に よる死 亡 退所 者数 の 違 い をな く し比較するため に．
定員 黔人 当た りに 換算 して ある。

表
一5　死 亡 退 所 者の 死 亡場所
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　 　 　 図
一8　 死 亡 場所別 に 見 た在 所年数 の 構 成比

半 数 が 施設 内 で 死 亡 して い る こ と は、特 養 が 終 生 の 場 と

して の 機 能 を 果た して い る こ と を示 して い る。

　さ らに 自施 設 内で の 死 亡 率 別 の 施 設 数 を み た も の が 図

・7 で あ る 。こ こ で は 、死 亡 退 所 者 数 の 差異 に よ る 割合 の

違 い を少 な くす る た め に、1992 −93年 開 設 の 施 設 を除 き、
過 去 3年 以 上 の 死 亡 退 所者数 が得 られ た 149施 設 に っ い

て 解析す る。

　自施設 内死 亡率 が 0〜30％ 未 満 の 施 設 が 64施設 み られ

る
一方、自施 設 内死 亡 率 70 ％ 以 上の 施 設 も31施設 ある。

　
一方、死 亡 退 所者 （1992 −93｝の 死 亡時 の 年 齢、在 所 年

数、死因、痴 呆 の 状態 に よ っ て も死 亡 場所 は 異なる。

　例 え ば 死 亡 時の 年 齢 と 死 亡 場 所 の 関 係 で は 、死 亡 時

65 〜74 歳 の 人 で は 自施 設 内 死 亡 率 が 34 ．5 ％ で あ る の に

対 し、95 歳 以 上 で は 55 ．2 ％ とな っ て お り、高齢 に な る

ほ ど 自施 設 内 死 亡 率が 高 く な っ て い る。

　図一8は 病 ・医院 内 死 亡 者 と 自施 設 内 死 亡 者 と の 在 所 年

数別 の 構 成 比 を比 較 した もの で あ る。在所 3年 未 満 の 死

亡 退 所 者の 構 成 比 は 病 ・
医 院 内 死 亡 が 高 い の に 対 し、在
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所 3年 以 上 の 場 合 に は 自施 設 内 死 亡 の 方 が 高 い 。

　 図一9は 死 因 と死 亡 場 所 の 関係 を 示 し た もの で あ る。老

衰や心 疾患 に よ る 死 亡 の 人 ほ ど 自施設 内 に お け る死 亡 率

が 高 い 。

、こ の ほか 痴 呆 状 態別 の 自施設 内死亡 率 を み て も、例え

ば 死 亡 時 に痴 呆 で は な い 人 は32．1％ で あ る の に 対 し、

非 常 に 高 度 な 痴 呆 の 人 は 55 ．2 ％ と 高 く、痴 呆 の 程 度 が

重い 程自施 設 内死 亡率が 高い こ とが わ か る。

5．3　 死 亡 場 所 の 場 所 別割合

　全 死 亡 退 所者 （1992 ・93）の 死 亡 揚 所 別 の 割 合 をみ た も

の が 図一10 で あ る。施 設 内 で の 死 亡 の う ち静 養室 で の 死

亡 が 64．3％ （全 体 の 27 ，3％ ：カ ッ コ 内 以 下 同様）、多床 室

で の 死 亡 が 29．4 “lo（12．501e）、個 室 で の 死 亡 が 6．3％（2．7

％ ）とな っ て い る。施設 外 の 病 ・医院 内 死 亡 の 内訳 は 協

力病 ・医院
En が 69 ．9 ％ （40 ．1％）、そ の 他の 病 ・医 院が

26 ．4 ％ （152 ％ ）、併 設 の 病 院 は L2 ％ （0．7％ ）で あ る。

　 表 ・6は個 室 の 有 無 、個 室 数 と 死 亡 場 所 と の 関 係 をみ た

も の で ある。個室数 の 増加 に伴 う 自施設内死 亡 率 に は 大

き な 差 異 は み られ な い もの の 、そ の 内訳 で は 個室 数が 多

い 施 設 ほ ど静養室 で の 死 亡 割合 が減少 し、個室 で の死 亡

割合 が 増加 し て い る。個室 の 有 無 や個 室 数 が 直 接 的 な施

設 内 で φ看 取 り の 増 加 に は 繋 が っ て は い な い もの の 、施

設 内 で の 対 応 方 法 には影 響 を与 えて い る もの と思 われ る。

5．4　 死 亡 場所 の 決
．
定

　死 亡 退 所 者 （1992 ・g3 ）の 死 亡場 所 は 、　「家 族 」 の 意志．

で 決 定 さ れ た 割 合 が 43 ．1％ と 最 も 高 く、つ い で 「家 族

と施 設 」 両 者 の 意 志 ・方 針 で な され た 割 合 が 24、3％ と

な っ て、い る e 入 所者 「本 人 」 の 意 志が 加 わ っ て 決 定 され

た 割 合 は 10 ．8 ％ で あ る。

　図一11が 意志 ・方針と死 亡 場所の 関係をみ た も の で あ

る が 、　 「本 人 亅 の み に よ っ て 決 定 され た 場 合 に は 例数 は

少 な い もの の 施 設 内 で の 死 亡 が 多 く、自宅 で の 死 亡割 合

も他 に 比べ て 高い
。 全般 的 に 「本 人」 の 意 志 が 加 わ っ て

の 決定 の場 合に は 自施 設 内で の 死 亡割 合 が 高 く な っ て い

る が、　 r施 設 」 の 意 志 ・方 針 が 加 わ っ た 場 合 に は 病 ・医

院で の 死 亡 割 合 が 高 く な っ て い る。施 設 内 で の 死 亡 を 希

望 す る 入 所 者 が 少 な くな い 実 態 の
一端 を 示レて い る と考

え られ る。

5．5　 死 亡場 所 へ の 移 動 と死 亡 ま で の 期 間

　 施 設内 の 自室 以 外で の 死 亡 、及び 施 設 外 にお い て の 死

亡 の 場 合 に は死 亡 前 に タ
ーミナ ル ケ ア に 際 し て 自 室 か ら

の 移 動 が 伴 うこ と とな る。

　図一12 は 死 亡 場所別 に 移動 か ら死 亡 ま で の 期 間 を み た

もの で あ る が、施 設 内で の 移 動 ・死 亡 で は、移 動 した 当

日 に 死 亡 し た 例 が約 38％ を 占め て お り、移動 し て か ら 1

週 間 以 内 の 死 亡 が 累 計 で 約 78 ％ と な っ て い る。一方 、

施設 外 への 移 動 ・死亡 で は 、移 動 し た 当 日に 死 亡 し た 例

が 約 10 ％、移動 し ℃か ら 1週 間以 内 の 死 亡 は 累計 で 約 35
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％ を 示 し、移 動 し てか ら4週 間 以 内 で の 死 亡 で も累 計 で

約 64 ％ で あ る。

　 ま た 、図 一13 は 死 因 別 に み た も の で あ る が 、が ん や 呼

吸 器 系 疾患 に よ る 死 亡 の 場 合 に は 移動 して か ら 死 亡 ま で

の 期間 が比 較的長 くなっ て い る。こ の こ とは、が ん の 疼

痛 や 呼 吸器系疾患 に お け る 呼 吸困 難な ど の 症状 に 痛み 等

を伴 い 施 設 内 で の ケ ア ・対 応 が 困 難 な 場 合に は 、早 期 の

対 応 ・入 院 が 行 われ て い る た め で あ る と 思 わ れ る。

6．ターミナ ル ケ ア と場の 利用

　 調 査 2の 結 果 を 中 心 に、施 設 内 で の ターミナ ル ケ ア と、

諸室 の 利用 状況等 を捉え る こ とに よ り、終生の 場 とし て

の 特 養 の 在 り 方 を考察 す る。

6 ．1　 看 取 りに 関 わ る諸 室 の 利 用 形 態

　 図一10で み た よ うに 施 設 内 に お け る ターミナ ル ケ ア に

関わ る 場 と し て は 居室、静養室 が ある こ と が 明 らか に な

っ た が、こ の ほ か に 職員が 行為拠点とす る看護婦室、寮

母 室、そ し て 死 亡 後 に 利 用 さ れ る 霊 安 察 が あ る。

　各 施 設 の 静養 室 の 利 用 形 態 が 確認 で きた 49 施 設 に 閲

して そ の 基 本 的 な 利．用形 態 を 類型 化す る と、ター
ミナ ル

ケ ア 時 に 限 ら な い 静 養 の 場 と し て の 利 用 ・
タ
ー

ミ ナ ル ケ

ア に お け る 看 取 り ま で の 過程 で の 利 用 ・及 び 最 期 の 看 取

り の 場 と し て の 利 用 （以 下、こ の 3つ の 利 用形 態 を あ わ せ

も っ 利 用 を 「静 養 室 的 」 利 用 と す る ）が あ る 形 態 が 36施

設 、　 「看 取 り の 場 」 と し て の み の 利 用 が 6施 設 、　 「静養

の 揚 」 と して の み の 利 用 が 2施 設 、静 養 室 を前 述 の い ず

れ の 利 用に も該 当 す る利 用 を して い な い 「利 用 な し」 の

施 設 ぶ 5施 設 とな っ て い る。

　 ま た、看 取 り前 後 の 過 程 に お け る諸 行 為 と 諸 室 の 利 用

形 態 を確 認 で き た48施 設 に 関 して ま とめた もの が 図・14

で あ る。施 設 内 で の 死 亡場 所 と し て は 「居 室 」 の み の 施

設 （3施 設 ）と、　 「居 室 も し く は静養 室 」 〔30 施 設）、　 「静

養 室 」 の み （10 施 設）の 3 つ の 形態 が み られ る。

　 ま た 、死 後 の 処 置 （清 拭 ・着 替 え 等）は、「静 養 室 」で の

み 行 う施 設 〔28施 設 ）と 「霊 安 室 」 で の み 行 う施 設 （ll施

設 ）の 主 に2 つ の 形 態 が み られ る。

　遺体 の 安 置 は、「静 養 室 」で の み 行 う施 設 （5施 設 〕、「静

養 室 も し く は 霊 安 室 」 で行 う施 設 ｛12 施 設 ）、　 「霊 安 室 」

で の み 行 う施 股 （24施 設 〉な ど主に 3 つ の 形態 が み られ る 。

　 死 後の 処 置や遺体の 安置 に お い て、霊 安室 を 全 く利 用

して い な い 施 設 が48 施 設 中10 施 設 （施 設 内 で の 看 取 りが

な い 5施設 を含む ）み られ る。

　 こ れ ら
一連 の 利 用 形 態 は 、図 一14 に み られ る よ うに 合

計 18 パ タ
ー

ン み ら れ た 。そ の うち の 最 も多 くみ られ た

パ ターン と 、 他 の パ ター
ン の 2事 例 を 参考 ま で に 示 す（図

一15）。

　本 来 「静養 の 場 」 とし て 存 在 す る静養 室 が、タ
ー

ミ ナ

ル ケ ア の た め の 部 屋 が設 け られ て い な い こ とか ら、看取

り 前後 の 過程 で 代替 して 利 用 され て い る こ とが 示 され て

い る。
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図
一13　移 動 か ら死 亡 ま で の 期 聞の 累計割合 （死 因 別）

図
一14 看取 り前後 の 過程 に お け る 諸行 為 と諸室 の 利 用形態
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静養 室 は静養室的な役割 と看取 りの 部屋 と して も

利 用 され る。ま た居 室 で の 死 亡 と静養室 で の 死亡

がある が、居室で死 亡 した場 合に は死後 の 処 置は

静養室に移動 して か ら行われる。そ して，遺体の

安置は霊安室に移動 して行われ る。　（10施股！48）
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静養 室は静 養 室的な 役割 と署取 りの 部屋 と して 利

用 され て い る が、居 室での 死 亡 はな く死亡 す る数

日前、数時間前に は 必 ず静養室に移動 して死 を迎

える。っ ま り、施 股 内 の 死 亡場所は 静養室 の みで

ある。死後の 処置、遣体の 安置は そ の まま静養室

で行 われ霊安室の 利用はない 。　　　 （3ts設14S｝

図 一15　2事例 に 見る 諸室 の 利用形 態
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6．2　 ター
ミ ナ ル ケ ア に 際 し て の 部屋 替 え

E ’コ

　 タ
ー

ミナ ル ケ ア に 際 し て 、自室 や 静 養 室 以 外 の 居室 で

ケ ア を 行 うこ とが あ る と し た 施設 は54 施 股 中の 3g施 設

（70 ．4 ％ ｝とな っ て お り、必 ず し も静養 室 が タ
ー

ミナル ケ

ア 、特 に 看取 りま で の 過程 に お い て 利 用 され て い る とは

限 らな い こ とが 明 らか に な っ た。タ
ー

ミ ナ ル ケ ア 時以 外

の 観 察 ・ケ ア を行 う場合 で も同 様の こ と が 行わ れ て お り、

こ れ ら の 場 合 そ の 居 室の 入 所者 との 部屋 替え が 行 われ る

こ と と な る。し か し、長 年 住 み 慣 れ て き た 居 室 か らの 部

屋 替 え は、ケ ア を 受 け る 側 と そ れ に 伴 い 移 動 を 求 め られ

る 側 双 方 に と っ て 、精 神 的 な影 響 も含 め て 問 題 が あ る こ

と が ヒ ア リ ン グ 調 査 か ら得 られ て い る。

　 ま た 、部屋 替 え に よ っ て 使用 され る居 室 は、3g 施 設

全 て で 寮母 室 近 辺 の 寮母 か ら（b観 察が 容 易 な 居 室 が 当 て

られ て い る。

6 ．3　 看 取 りに 関 わ る 諸 室 の 配 置 形 態

　 職 員 に 対 す る ヒ ア リ ン グ 調 査 か ら、入 所 者 の 日 常生 活

が行 わ れて い る 場 で の タ
ー

ミ ナ ル ケ ア は 、他あ入 所者や

家族 へ 与 え る 精 神 的 な影 響面 か ら 、十 分 に 配 慮 す る必 要

性 が あ る と い う意 見 が聞 か れ た。そ こ で 、看 取 りに 関 わ

る 諸 室 （静 養 室 、看 護 婦 室、寮 母 室 、 霊 安室 ）と居 室 ゾ ー

ン
E ’‘

と の 関 係 に 注 目 し、各 施 設 （4室 全 て の 位 置 が 平 面

図 上 で 確 認 で き た40 施 設 ）を 類型化 し た 。表一7が そ の 結

果 で あ る。寮 母 室 が 居 室 ゾ
ー

ン に 位 置 し て い る 割 合 は

100 ．0 ％、看護 婦 室 は 60 ．0 ％、静養 室 が 64 ，1 ％、霊 安

室 が 27．8％ とな っ て い る 。

　
一方 、静 養 室 の 利 用 状 況 や 部 屋 替 え に よ り、寮 母 室 近

辺 の 居室が 静養室 的利用 を され て い る こ とか ら、静養 室

と看 護 婦 室 、寮 母 室 との 配 置関係 に 注 目 して 49 施設 を

類 型 化 した 結 果 が 表一8で あ る。静養 室 と寮 母 室 が 離 れ て

位 置 し て い る パ ターン （ （Ns・静 ） 型 ：34施 般 〉 と、静

養 室 と寮母 室、及 び 看護 婦 室 と が 隣接 し て い る パ タ
ーン

〈（Ns
・
静 ・寮）型 12施 設 〉 とに 大別 で きる。

　 こ れ らの こ と か ら 現在 の 特 養 で は 静 養 室 は 看 護 婦室 と

の 関係 を よ り重 視 し、寮母 室 と の 関係 は あ ま り 考 慮 さ れ

ず に 整 備 され て い る こ とが 窺わ れ る 。

6．4 　諸 室め利 用 形 態 と配 置 形 態

　 こ こ で は 、諸 室 の 利用形 態 と配 置形 態 との 関係 を合 わ

せ て 考 察 す る。

　表一9は 静養室の 利用形 態 と諸室 の 配 置 形 態 との 関 係、

及 び 表 一10 は 看 取 りの 過 程 に お け る 居 室 の 部 屋 替 え の 有

無 と諸 室 の 配 置 形 態 と の 関係 を 示 し た も の で あ る。静養

室 と寮 母室 が 隣接 して い な い 配 置 形態 を もつ 施 設 く独 立

型、　 （Ns・静 ） 型 〉 で の み 静 養 室 が 「看 取 り専 用 の 場 」

と し
’
て の み の 利 用 （6施 設 ）や 、　 「利 用 な し」 の 形 態 （5施

設 ）が み られ る 。さ ら に 、こ れ ら の 配 置 形 態 で は 34施 設

中 2g施 設 〔85．3％ ）で 看取 りの 過 程 に おけ る 自室 以外の

居 室 の 利 用 （部屋 替 え）が み られ る。こ の こ とは、静養 室

表 一7　諸室 と居 室 ゾーン との 関係 ．

諾 室 の 配　 形 態　 　 室 ゾーン と の 　 わ し 施 曾几

1　 全 て が 居 室 ゾーン に 位 置 し て い る 丑 2

ヱ1＿＿鍵 以 外 が 屑 室 ゾ ー
ン に 位 置 し て い る 11

3　 い ず れ か 2 室 が 蝗 ノ ー
ン に 位 置 し て い る 5

4　　 蓬
・・　ぎの み　一　 ゾ ー

ン に ｛ ．し て い る 12

表 一8　 静養 室 と看護 婦室 ・寮母室 との 配置 関係類 型

II　　　　　　 タイ プ　　　　 施 設数

峰養 室 が 寮母 室、看護婦室い ずれ か らも雕れて 位置 して い る　　　　　　　　　　　　　 ，噌 ●，　　　．

1）独立型

　　 ． ．

国儷劃一 → 鬮一一一一一一一一一一一一一一一一

呷
ゴ
ー一而一一
　 董国 一 圃 一 園

静養 室 と看護婦室 が 隣接 し てお り、寮母室 が 雕れて 位 置し て い る　　　　　　　　　　　　　o・ ・　　　　　．．

2）（Ns ・静） 型

． ．

国
一
圃 一 → 圜

．霹．の甼

　 34

静養室 ，看護婦室 ．及 び寮 母室が隣接 して位 置 して い る　　　　　　　　　　　　　　　　 囀　　　．
3）
Ns ・静 ・寮）型

　　　　　　　 ．

　　…寮 Ns …髏…
一一一一噌冒一一一一一一一’一一一一幽一一一一

4

繋 　…飜…Ns 8

静養蜜と寮母蜜 が 隣接し て お り、看護婦室が 離れて 位置 して い る

4）僚 ・静 ）型 圜 鬮 一 → 囮 1

国 看謹 婦室 園 寮母 室
．
鬪 髏 室

表 一9　静養室 の 利用 形態 と諸 室 の 配 置 形 態

　　　　　　　　 利 用 形態

配置形履
静費室酌

　利用

看取 り

専用

静養の 場

　専用
利用なし 合　計

1）　 独立型 　2
〔mO ．0

　2
（100 、ω

2） 〔Ns
・
静）型 22

（64、81
　6
（塵7．6〕

　1
（2．9）

　5．
（14、7）

34
〔100 ．0〕

・） （N ・
・
静
・
寮）型

（，ll，， 　1
（8．3）

　 12
（100．0）

・） （寮・静型 　 　（IJ 。．。）
　 1
｛100．0）

合 　計　 轟 　6q2
．z｝

　2
｛4．D

　5
（lo、2〕

49
〔IOO ．0）

（上段 ：施殴 数　下 段 ：割 合％｝

表 ’10　看取 りの 過程 に お け る居 室の 部屋 替えの

　 　 　 有無と諸室の 配 置形態

　 　 　 　 　 部屋替え
配置 形 鰹 な　　 し あ　　 り 合　 計＊

り　 独立型 　 2
〔100．ω

　 2
（100 ．0）

21 ｛Ns ・働 型 　5q5
，6〕

27
（84．4〕

　32
（覃00．0）

3） （Ns ・静・寮）型 　8
〔66．71

　4
（ヨ 331

　 12
〔100．0）

4｝ （寮
・
静）型 　 1

〔loo、ω
　 i
〔LOO．0）

合　　計 14
〔29 ．8）

33
【70 、21

47
〔100 、0）

＊ 部屋替えの 有無が 不明の 2施股を除 く　 （上 段 ；応設数　下段 ：割合％）

が 看 取 り過 程 にお い て 利 用 さ れ る 場合 、現在
．
の 静養室 で

は 、利 用 し に く い 状 況が あ り、そ の 結 果 、利 用 レや す い

他 の 居 室 で ケ ア が 行 わ れ て い る もの と 考 え られ る。し か

し
一方 で看 取 りの 場 ・死 後 の 処 置 の 場 に は 、多 く の 場 合

静養 室 が利 用 され て い る こ と が 図 」14 か ら もわ か る 。

　 ま た、表・ll は 静 養 室 と霊 安 室 の 看 取 り後 の 過 程 に お

け る 利 用形 態 と、そ の 配 置 形 態 と の 関 わ り を み た もの で

あ る （表一7 で み た 40 施 設 を対 象 と す る 〕。静養 室、霊 安 室

と も に居 室 ゾーン に位置 し て い ない 場合 に は 静養室 が 常
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表 一11 静養室 ・霊安 室 の 利 用形態 と配置形態

室 霊
・
震　室

一配置 形態
Il用形態

静、霊 驢 室

ゾウ に　 る に　 る

霊の裾動   ン 静劒腱 丿  ン

　 　 　 　 に　 5
鰍 霊 共踞室

ゾーンに　臆い

込　 　
1

蠍 　8 2 12 lo

鎚 1
静　・・霊 4 3 1
静　L 霊 2　 　　 　　 1 4 5
唇 　 　 1

を　 みで行う　 　 6
を　 みで

t’
う　 　 4

12 79 78

霊安室が ない 3 施 設（い ずれ も処置 ・安置 とも静養室） 、及び施設内に

おける看取 りがな い （全 て痢 ・医院死 亡）5 櫨設 を除 く

に 最 後 の 看 取 りの 場 ・死 後 の 処 置の 場 と して （7110施 設 ）、

ま た 安置 の 場 と し て は 常 に霊 安 室 が 利 用 され て い る 施 設

の 割 合 （8！10施 設 ）が 高 く 、そ れ ぞ れ の 部 屋 の 機 能 が 確 立

し て い る。一方 、そ の 他 の バ タ
ー

ン で は 処 置 を 死 亡 し た

場 所 で 行わ ず霊安 室 に 移動 し て か ら行 う施設 や、安置 を

霊 安 室 で行 わ ず 静養 室 で 行 う こ とがあ る 施 設 な どがみ ら

れ る 。これ らの 違 い は、他 の 入 居 者 や 家族 へ の 配 慮、そ

し て 何 よ り も看 取 り とい う行 為 の 意 味 を考 え た 場 合 に 、

で き るだ け 居 室 ゾ ーン 以 外 の 静 粛 な場 で 看 取 りを行 う、

ま た 行い た い と い う施設 側 の 方針 と、諸 室 の 居 室 ゾ
ー

ン

との 関係 が 影 響 を及 ぼ し て い る もの と考 え られ る。

　 こ れ らの こ と は 、当該 室 が 本 来 的 な 機 能 とは 異 な り、

必 ず し も予 期 し た 利 用 が され て い る わ け で は な い こ と を

示 し て い る 。

7．職 員 の 対 応 ．及 び 協 力 病 院 と の 関係

　 調 査 1に お い て 常 勤 の 医 師 が い る 施 設 は 167 施 設 中4施

設 （不 明 8施 設 ｝と な っ て お り、ま た 調 査 2 よ り看 護婦 の 夜

勤業務が 定期的に行 わ れ て い る 施設 は 52施設 中 わ ず か 2

施設 （不 明 1施設 ）と な っ て お り、夜勤 時 に 必 ず 看 護 婦 が

勤 務 し て い る 施 設 は な い 。

　 各 施 設 が 確 保 し て い る 協 力 病 ・医 院 数 をみ る と 1施 設

の 施 設 が 27 施 設 〔調 査 2対 象 の 不 明 4施 設 を 除 く 49 施 設 中

56 ，3％ ）、病 ・医 院数が 2 施設 の 施設 が 12施設 〔25．0％ エ

な ど とな っ て い る。病 ・医院 数 が 4施 設 の 施 設 も5施 設

（10 ．4％ ）み られ る。車で の 餡力病 ・医 院 ま で の 時間 は 平

均 14．3分 で ある。

　 ま た 、緊 急 時 に 、協 力 病 ・医 院 以外 の 病 ・医 院 へ 受 入

れ を 依頼す る こ とが あ る 施 設 は 32 施 設 （66 ．8 ％）を 示 す。

こ の こ とは そ の 他 の 病 ・医 院 で の 死 亡 者 が 全 体 の 15 ．2

％ 、施 設 外 死 亡 の 26 ．4 ％ を 占 め て い る こ と か ら も わ か

る（図一10）。こ れ らの こ とは 必 ず し も 協 力 病 ・医 院 の み

で の 対 応 が 行 わ れ て い る と は 限 らな い こ と を 示 し て い る。

　
一方、入 所者 の 急 変 時 等 に お け る 医 師、看護婦 の 対 応

状 況 を み た も の が 図一16 で あ る 。施 設 か らの 連 絡 後 「必

ず 施 設 へ か けっ け る 」 割 合 は 自施設 内 死 亡 率 70〜IOO°1e

の 施 設 で 昼 間 時 医 師 が 71 ．5 ％ 、夜間 時 看 護 婦 が 71 ．4％

な ど とな っ て お り、自施 設内 死 亡率 が 高い 施設 ほ どそ の
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緊急時 の 医師 ・
看 護婦 の 対応 状況

割 合 は 高い 。

　 こ の よ うに 基 本 的 に 常 勤 の 医 師 、夜 勤 時 の 看 護婦 が い

な い 特 養 が 、入 所 者 の 終 生 の 場 と して 十 分 に 機 能 し て 行

くた め に は 医 療 （医 療 機 関 ・医師 ）との 連 携 が 非 常 に重 要

に な る。

8 結 論

8 ．1　 特 養に お け る タ ーミ ナ ル ケ ア

　 予 後 の 予 測 が 困 難 で 、タ
ー

ミ ナ ル ケ ア の 時期 の 明 確 な

定 義 が な され て い な い 高 齢 者 の ターミナ ル ケ ア で は、病

院 等 へ の 移送 後4 〜5週 間 以 内 で 死 亡 す る 割合 が 65 〜70

％ 程 度 で あ る こ と を 目安 とす る と 、タ
ー

ミ ナ ル 状 態へ移

行 す る の は 、概 ね 死 亡 の 4 〜5週 間 前 と推 測 で き る 更図一

12）。病 院 等で の 対 応 の 場 合 に は こ の 時 点 で 移 送 が行 わ

れ、施 設 内 で の 対 応 ・看 取 り の 場 合は 、こ の 時点 で は 自

室 も し くは 寮 母 が 観 察容 易 な 居 室 で ケ ア が 行 わ れ 、タ
ー

ミナ ル 状態 の 中 で も 直接 死 に 繋が る と 考 え られ る 状 態 に

陥 っ た 時 点 で 静養 室等 へ 移 動 し て い る 。

　 以 上 か ら特 養 に お け る ターミナ ル ケ ア と は、予後 予測

は 困 難 な も の の 、結 果 的 に は 死 亡 前 約 且ヶ 月 間の 対 応 で

あ る と考え られ 、こ の 時 期 に どの 様 な ケ ア や 環 境 を 提 供

で き る の か とい うこ とに な る 。こ れ らの こ と は 、例 え ば

死 亡 退 所 者 が 月 平 均 1人 程 度 で あ っ て も、年 間 を 通 し て

の 職 員 の ターミナ ル ケア に よ る 負 担 が 少 な くな い こ とを

小 し て い る。

8．2　 終 生の 場 と し て の 特 養

　 退 所 者 の 8割 以 上 が 死 亡 退 所 で あ り、ま た そ の 半 数近

くが 自施設 内 で の 死 亡 で あ る こ とは 、特養 が終 生の 場 で

あ る こ とを 示 し て い る。施 設 内 で 最期 を 迎 え る こ と を希

望 す る人 も少 な くな く、長 期 間在 所 の 入 所 者 ほ ど施 設 内

で の 死 亡 が 多 い こ と を考 え る と、施設 内 で の ター
ミ ナ ル

ケ ア の 必 要 性 が 高 い こ と が わ か る。

　 5年、10 年 に わ た る 長 期 の 施 設 で の 生 活、親 し ん だ 環

境 や 職員か ら 離 れ て 、死 亡 す る 前の た とえ 数 日 で あ っ て

も、全 く環 境 の 異 な る病 院 等 で 過 ごす こ と は 、精神 的 な

苦 痛 も伴 い 決 し て 幸 せ な最 期 を 迎 え る こ と が で き た と は

い え な い と 考 え られ る。

　特養に お け る タ ーミナ ル ケ ア の 場 合、限 られ た医 療 環
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境 の 中ヤ も施 設 で の 看 取 りが 可能 な こ と は 明 らか で あ り、

終生 の 場 と し て の 諸室整 備 を 進 め て い く こ と が 必 要 で あ

る。

8．3　 終 生の 場 と し て の 諸 室 整 備

　特養 が終生 の 場 で あ る 以 上、本来 ．「静養の 場 」 と し て

存 在 す る 静 養 室 で 、ター
ミ ナ ル ケ ア を 行 っ て 行 くこ とに

は 様 々 な聞 題 が あ る。静 養 室 の 在 り方 を 含 め 、関連 所 要

室 の 在 り 方 を 再 検 討 す る 必 要 が あ る。

　看護婦 の 夜勤業務 がほ ど ん どない 現 状や、常時の 日常
．

生活の 介助 は 寮母 が 中心 に 行 うな どの 特性を考える と、

現 在多 く の 施 設 で み ら漏 る 静養 室 が 看 護 婦 室 と
．
隣接 し、

寮母 室 や居 室 ゾー
ン か ら分離 し て 配 置 され て い る形 態 よ

り も
』
、　 「静養室 」 と して は居 室 ゾー

ン に 寮母 室 も隣接 し

て 配 置 され る こ と が望ま しい 。

　．そ の
一
方 で 最後 の 「看 取 りの 場 」 と し て は、居室 ゾー

ン と は 別 の 明 確 に 区 城分 け され た 場 の 方 が 、他 の 入 所 者

や 家 族 へ の 影 響 等 を考 え 合 わ せ る と、よ り優 れ て い る と

い え る。すなわ ち、静養 室 と は 別 に 看取 り専用の 揚 「看

取 り室 」 を 職 員 か ら の 観 察 ・ケ ア が行 い や す い 位置 に 設

け、か っ 居 室 ゾーン の 中 に は 配 置 しな い 形 で 設 ける こ と

が 望 ま れ る。

　ま た 、病 ・医 院 内死 亡 で も、身 寄り が な い 入 所者 な ど ．
で 再 び 施設 に 戻 っ て 安置 され る ケース も増 え つ つ あ る こ

と等 も考 え る と、居 室 ゾーン 以 外 に 「看 取 り室 」 とは別

の 安置 ・お 別 れ を す る 場 と して の 「お 別 れ 室 」 （霊 安 室 ♪

の 確保 も非 常 に 重 要 で あ る。図一17に 現 状 の 諸 室 の 関係 、

お よ び 図一18 に 本 研 究 に よ り得 ら れ た 知 見 に 基 づ く 諸 室

の 在 り方の 提案例を示 す。

　 こ の 他、個 室 が 施 設 内 で の 看 取 りの 在 り方 に 大 き な影

響をお よぼ し て い る 実鱆や、家族 の 付 き 添 い 、他の 入 所

者 へ の 配慮 め 点 か ら 個室 を 必 要 と して い る 施 設 の 割 合 は

高 く、ターミ ナ ル ケア の 観 点 か らみ て も個 室 の 必 要 な 量

的確 保 は急務 の 課 題 で あ る。

8．4 　医 療 と の 連携等

　施設内で 十分な 医療が 期待で きない 特 養の 現状を考 え

る と、ターミ ナ ル ケア に 際 し て は 医療 側 との 密 接 な 連 携

が必 要 とな る。施 設 内 に お い て 看 取 り を行 っ て い く に は、

入 所 者 の 急 変 時 に 積 極 的 な 対 応 を して くれ る 医 師や 、受

入 れ が 可能 な協 力 病 ・医 院の 確保 が職員、入 所者、家族

に とっ て 何 よ り も安心慮 を 与 え る 要件 で あ り、必要 不 可

欠 で あ る。

　 ま た、施 設 内 に お け る 「死 」 の 扱 い 方
一

つ が 入 所 者 は

も ち ろ ん 職員側の タ
ー

ミ ナ ル ケ ア に 対す る 意識 に 大 き な

影響 を 与 え る もの と思 わ れ、い か に正 面 か ら 「殉 を 見

据 え て ケ ア を 行 っ て い け る か が 終 生の 場 と し て の 特 養 の

在 り方 を左 右 す る もの と 思 わ れ る。

図 一17　諸室 の 関係 の 現状

図
一18　諸室 の 関係の 提案例

9．お わ りに

　 本研 究 で は 特 養 の 終 生 の 場 と し て の 実 態 を 明 らか に す

る と と もに 、終生 の 場 と して の 特 養の 在 り方 を 建築計 画

的 に 考察 し た。

　 看 取 りにふ さわ しい 空 間 自体 の 在 り方 の 追 究 な ど残 さ

れ た 課 題 は 多 い が、終 生 の 場 と し て の 施 設 整 備 が在 所 者

の 日 常生 活 の 質 （Quality　 of 　Li 甸 の 向 上 に も繋 が る こ と

が 考え られ 、終生 の 場 と して の 認 識 を も っ た 早 急 な施 設

整 備 が求 め られ て い る とい え る 。

　 ま た、終 生 の 場 と して 十 分 に機 能 して い くに は職 員 の

配 置基 準の 在 り方 の 検討 、高 齢 者 の タ
ー

ミ ナ ル ケア に お

け る 地 域の 中 で の 福 祉 と 医 療相 互 の 密 接 な 連携 に よ る支

援体制の 確 立 も必 要 で あ る。．

謝辞

　 大 変 に 複 雑 な 調 査 に 全 面 的 に 御 協 力 下 さ っ た 東 北 ブ ロ ッ ク

老 人 福祉 施 設 連 絡 協 臨 会 、お よび 諸 施 設 の 皆 様 、2 た ヒ ア リ

ン グ 調 査 に御 協 力 い た だ い た ス タ ッ フ の 皆様 に は こ こ に記 し

て 謝 辞 に替 え させ て い た だ く。

注

1）本論 文 で使 用 する 用語 「終生 （しゅ うじ ょ う）の 場 」 とは、そ の

　 人 の 生涯 を終 える場、すな わ ち タ
ー

ミナル ケア が行 われ る場 を
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　 意味 す る。　 「タ
ー

ミナ ル ケ ア 」 とは、臨死への 過 程に お け る看

　 護、介護、看 取 り．死 後の 処 置、安置．別 れな どの 一連の 行為

　　を さ し 、そ の ケ ア が 実行 され る 場 を 「終生 の 場」 と定 義す る。

2） 1993．10現在全 国 で2．770 施設、192、719床 が整 備 され て い る 高齢

　 者 の た め の社 会福 祉施 設 で あ る 。家庭 と 同 じ機 能 を 持 ち 、入 所

　　の対象者 は65歳以上 の 者で あ っ て 、身体上 又は 精神上著 し い 障

　 害が あ る た め に 常時の 介護を必 要とする 者 で あ る。

3） 且9P2 年 に お け る 65歳以 上 の 死亡 場所は 病 院が 71．3 ％、診 療 所が

　 3」 ％、老人 保健施設が0．1％、自宅 が23．2％、その 他が1．7010と

　　なっ てい る。

4）本調 査対象の 2施設 （A ．B とする ）が独 自に 入所者に行 っ た 「希

　 望する 死 亡場所の 聞 き取 り調査 」 の 結果資 料 に よ る と、A施 設で

　 　は自宅 希望 が53．8％、施 設で の看 取 り希望 が28．2％、病 医院希

　 望が 15．4％等 とな っ て お り、B施 設では 自宅 が 51．4％、施 設で の

　 看取 りが 43．2％、病医院が 0％とい う結果 になっ て い る。

5） 本踰 文 で の用 語 「死 亡 退 所者 亅 と は 、施 設 内で の 死 亡 、医 療機関

　 　にお い て の 死 亡 （措置解 除が されて い な い 入院 中 の 掛合 も含む ）、

　　自宅 へ 戻 っ て の 死 亡 な ど全 て の 死 亡 者 を 対象 と し て使 用 して い

　 　 る。

6） こ こ で の 配 置形態 の 分析 は 、諸 室 間の 距 離 な ど の 精度を 求 め る も

　 の で は なく、あ くまで も諸室 間の 関係 を調べ る もの で ある。解

　 析に は 、各施 設のパ ン フ レ ッ ト等記 載の 施設 平面図 を用 い た。

7）入 所者 の 在所 日数 は 、　 「躙査 時点 で入 所 日か ら何 日 間在 所 して い

　 　るの かの 日数 （入 所 日 と当 日 を含 む〉 」 と して 定 め、死 亡退 所

　 者の 在所 日数 に関 して は 「死 亡退 所者 の 入所 日 と死 亡 日を含め

　 た 日 数」 と し 、病院 等 の 施 設 外 で 死 亡 し た 場合 で も こ れ に 準 じ

　 て扱 う。

8） 死 亡退 所者 に 関す る死 亡 時の 痴呆 の 程度 の 判 断 に は 「人 の ぼけ

　 senillty の 程度 の 臨床的 判断基 準 」　（柄澤 式） を用 い て ．原則 と

　　して 悪い 症状を重視 して 各施設 に 判断を依頼 した 。

9） 死 因 の 分類に 当た っ て は調 査票 に 記入 が あっ た死 因 をわが 国で 用

　 い て い る 「死因簡単 分類表 J を参 考に分 類 した。さ らにこ こ で

　 は、心疾患 （主 に （急 性 ）心 不全、心 筋梗 塞な ど）．脳 血管疾

　 患 （脳出血、樋梗塞 な ど〉、呼吸器系疾患 （主 に （急性）気管

　 支炎、　 〔急 性）肺 炎．　 （急性 ）呼吸 不 全 な ど〉等 に 大 別 した。

le）1992年 にお ける 65歳 以上 の 死 亡者の 死因別 割 合は悪 性新 生物 が

　 23．6 ％ 、心 痍 患 が 23．0 ％ 、脳 血 管疾 患 が 正5．3％ 、肺 炎
・気 管 支

　 炎が11．7％、老衰が3．7％とな っ て い る 。

11）図一5は 死亡 退 所者 の 在所期 間 を もとに 、入 所か らの 経 過 年数 に

　 生存 率を死 因 別 にみた もの で あ り、老 衰で 死亡 した人 を例 にみ

　 る と、1年以上 在所 して 死 亡 した 人の 割 合が約 90％、5年以上 在

　 所して死亡 した人の 割合が約43，2％で ある こ とを示 して い る。

12 ）特別養護老人ホ ーム は 、入院加療 を必要 とする入 所者の た めに 、

　 あら か じ め協力病 院を定 めて お くこ とが 義務づ け られ て い る。

13） こ こで の 部屋 替 え とは 、該 当高齢者 の 居室 が、寮 母室 か ら離れ

　 た と こ ろ に位 置す る な どの 理 由に よ り．居 室で の ケ ア が困難 な

　 た め に 、ケア の 行い 易 い寮母 室近辺 の 居室へ移 す こ と である。

　 そ れ に 伴い 、も と も と 寮母 室近 辺 の 居 室 で 生活 を して い た 人 が 、

　 居室 の 移動 を 余儀 な く され る こ とにな る。これ ら双方 の 移動 を

　 あわ せ て 部 屋 替 え とい う。

且4） こ こ で の 居 室ゾ ー
ン とは、居 室騨、お よび 居 室 間を繋 ぐ動線 （廊

　 下 ） を 含む 形 態上 の 1ブ ロ ッ ク を 意味 し 、そ の 中 に は 居 室群、廊

　 下、その 廊下に よ っ て アクセ ス 可能な その 他の 諸室 を含む こ と

　 とな る。
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